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が展開されている。さらに、第３節で、イギリスの 2017 年犯罪財政法の定める不明財産命 
令を取り上げ、分析する。以上の検討に基づき、賄賂規制のための犯罪収益の剥奪に関する 
法制のあり方とその機能について考察する。これは、重大犯罪に関わったことが疑われる者 
に、把握可能な収入に対して不均衡であると思われる財産の出所（origin）を説明するよう 
求め、説明がなされなければ、当該財産の民事的な回復を可能とする法制である。たしかに、 
これらの制度の法的な正当性については慎重な検討が必要であると思われる。だが、中国の 
みならず、「疑わしきは被告人の利益に」原則の発祥ともいえるイギリス法でも、民事的な 
資産回収制度としてではあるが、出所不明の財産の没収（回収）を可能とする法制度を採用 
が採用されていることは、賄賂、汚職による不正蓄財の問題が深刻であり、こういった対応 
の必要性が存在していることを意味している。これらは、これまで、当然視されてきた「疑 
わしきは被告人の利益」等の現代法の基本原則とされてきたものについて、その意義の再検 
討の必要性を示しているものと捉えうる。 
最後に終章として、以上の考察の結果をまとめ、さらに、本論文の検討から明らかとなっ 
た、刑事手続の問題を中心とした今後検討すべき課題解決のための方向性を示した。 
